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南米チリ、標高 5000 m のアタカマ砂漠に建

設 中 の ALMA (Atacama Large Millimeter/ 

submillimeter Array) 望遠鏡は、東アジア、北米、

欧州の共同プロジェクトであり、本格運用では

合計 66 台のアンテナで構成される。その各ア

ンテナにバンド 1～10 の受信機が搭載され、天

体からのミリ波・サブミリ波を観測することに

なっている。一部を用いた「初期科学運用」と

しての観測が開始され、すでに画期的な成果を

提供し始めている[1]。バンド 10 受信機の観測

周波数は、ALMA の最高周波数帯の 787-950 

GHz である。スペアを含めると合計 73 台のバ

ンド 10 受信機が必要とされている。我々はこ

れまで、ALMA が要求する厳しい仕様を満た

すようバンド 10 受信機の開発を行ってきた。

現在、全数 73 台のうち 30 台近くの受信機を作

製し、その性能を評価したので報告する。 

図 1 に作製した受信機の一部を示す。ALMA

仕様に対するマージンを広げるために、受信機

の最適化を行ってきており、現在は「量産モデ

ル」となっている。受信機は 4-K、15-K、110-K

冷却プレート（銅製）と、室温の真空シールプ

レート（ステンレス製）を有している。4-K プ

レートには、楕円鏡や偏波分離グリッドなどの

光学系や SIS ミキサー、IF アンプなどが配置

されている。受信機は GM 型機械式冷凍機付

クライオスタットに挿入され、各冷却プレート

は真空中で冷却される。図 2 にこれまで作製さ

れた 28 台の受信機（SIS ミキサー56 個分）の

雑音温度性能を示す。800 GHz 付近の雑音増加

は LO 源からの過剰雑音によるものである。こ

れまで帯域内で 123 K（約 3h/kB）の最小雑音

温度が得られており、世界最高性能である。ま

た、アンテナに搭載された受信機は初スペクト

ルの取得に成功し、運用上大きな問題がないこ

とも確認されている。詳細は講演の際述べる。 

 
Fig. 1. A photograph of the ALMA Band 10 receivers. 
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Fig. 2. Summary of noise performance for twenty-eight 

(28) Band 10 receivers (fifty-six (56) SIS mixers). 

[1] ALMA observatory, http://www.almaobservatory.org/ 
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